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研究要旨

難病患者は、基礎疾患を有していることに加えて、免疫抑制剤を服用している者が多く、感染症

に罹患すると重症化のリスクが高いと考えられている。しかし、難病患者での Vaccine preventable 
disease の発症リスク、重症化リスクを検討した研究はほとんどない。そこで、本研究では、全国の

医療機関を対象とした診療データベースを用いて、難病患者での Vaccine preventable disease の罹

患率、入院率、死亡率などを検討する。

対象は、2008年 4 月～2023年 9 月の期間に、難病外来指導管理料、難病患者等入院診療加算を受

けた患者（約45万人）である。データベースから患者基本情報（年齢、性別など）、基礎疾患、投薬

状況、検査データ、Vaccine preventable disease（水痘、帯状疱疹、インフルエンザ、新型コロナウ

イルス感染症、子宮頸がんなど）の発病状況、治療状況などの情報を使用する。解析では、対象者

の年齢、性別、基礎疾患、免疫抑制剤の有無別に、Vaccine preventable disease の罹患率、入院率、

死亡率を算出して比較する。

A.	 研究目的

難病患者は、基礎疾患を有していることに加えて、

免疫抑制剤を服用している者が多く、感染症に罹患

すると重症化のリスクが高いと考えられている。し

かし、難病患者での感染症の発症リスク、重症化リ

スクを検討した研究はほとんどない。この背景とし

て、難病患者は稀少疾患であるため、単施設での検

討では限界があることが挙げられる。

現在、わが国では様々な診療データベースが構築

され、各種研究への利活用が推進されている。この

うち、メディカル・データ・ビジョン株式会社

（MDV）社の DPC データは、全国の医療機関を対

象とした日本最大級の診療データベースである。そ

こで、本研究では、MDV 社が保有する全国の医療

機関を対象とした診療データベースを用いて、難病

患者での Vaccine preventable disease の罹患率、入

院率、死亡率などを検討することを主な目的とする。

B.	 研究方法

１）対象者
【選択基準】

MDV 社が保有している DPC デ ー タのうち、

2008年 4 月～2023年 9 月の期間に、難病外来指導

管理料、難病患者等入院診療加算を受けた患者（約

45万人）

２）情報収集
①�患者基本情報：生年月日、年齢、性別、身長、

体重

②�基礎疾患：主病名、診断日、投薬状況、検査デー

タ

③�Vaccine preventable disease：水痘、帯状疱

疹、インフルエンザ、新型コロナウイルス感染

症、子宮頸がんなどの保険病名、診断日、治療

状況、入院、ICU 入院、人工呼吸処置、死亡

３）統計解析
対象者の年齢、性別、基礎疾患、免疫抑制剤の有

無別に、Vaccine preventable disease の罹患率、

入院率、死亡率を算出し、比較する。また、多変量

解析により、 多因子の影響を考慮し、Vaccine 
preventable disease の重症化にかかわる背景因子

を検討する。
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（倫理面への配慮）

本研究は匿名化済みのデータを使用する研究であ

り、倫理審査委員会での審査は不要である。

C.	 研究結果

解析に向けてデータ整理を行っている。

D.	 考察

レセプト病名、投薬状況、入院、検査データ、診

療行為などの情報を格納した既存の診療データベー

スを用いて、Vaccine preventable disease の疾病

負荷を検討するスキームができれば、ワクチンの普

及に伴う疾病構造の変化などの検討にも資すること

が期待できる。

E.	 結論

既存の診療データベースを用いて、難病患者での

Vaccine preventable disease の発症リスクや重症

化リスクなどを検討するための研究を実施中である。
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